
第12期　株主通信

2009年4月  1日から
2010年3月31日まで

フューチャーベンチャーキャピタル株式会社



　株主の皆さまには、ますますご
清祥のこととお慶び申し上げま
す。平素は当社の事業にご理解と
ご支援を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、ここに当社第12期（2009
年4月1日から2010年3月31日）
の決算、並びに事業の概要につい
てご報告するにあたり、謹んでご
挨拶申し上げます。

　当期における日本経済は、一部に持ち直しの動きが見られ
るものの、一貫して高水準で推移した失業率に現れているよ
うに、先行き不透明な状況が続きました。ベンチャーキャピ
タル業界におきましても、当期中の新規上場企業数が19社
（前年同期34社）に止まるなど、収益機会が限定された予断
を許さぬ環境が続いております。
　このような環境の中、当社では「投資先企業価値の向上」
と「経営の安定化」を最重点課題とし、事業を推進してまい
りました。
　投資先企業価値を向上すべく、個別投資先企業の状況に合
わせた支援方針を設定するとともに、一定の基準により設定
する重点投資先に対しては当社経営資源を集中的に投入する
体制を整えました。
　一方、経営を安定化すべく、経費水準を徹底して抑制する
とともに、事業上の連携による企業価値向上が期待される相
手方に対する株式及び新株予約権の発行により自己資本を増
強したほか、子会社の設立や他事業会社との連携強化により、
収益軸の補強を行いました。
　以上の施策は、経費抑制を除いて現時点では数字に明確に
現れておりませんが、損益の状況は改善されつつあります。
引き続き早期の黒字実現を目指し、誠心誠意努力する所存で
ございます。株主の皆さまには、今後なお一層のご理解とご
支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

2010年6月
� 代表取締役社長　川 分  陽 二
※�当社では連結での決算を行っておりますが、当社の経営成績及び財務状態をより的確に表すため、本資
料では、基本的に子会社及び投資事業組合の、当社持分のみを連結した財務数値を記載しております。

ご挨拶
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※第8期は7ヶ月の変則決算

業績ハイライト

①売上高

300

600

900

488

第8期

892

第9期

755

第11期第10期

674

第12期
0

807807

単位：百万円

②営業利益

△1,000

△500

0

500

5353

第8期

△49

第9期

△517

第12期

△738

第11期

△736

第10期

単位：百万円

③当期利益

△1,000

△500

0

500

3232

第8期

△74

第9期

△599△599

第12期

△821

第11期

△800

第10期

単位：百万円

④純資産

1,000

2,000

3,000

第8期 第9期 第11期第10期 第12期
0

2,514 2,448

871871

408

1,6471,647

単位：百万円

0�



　当社は第9期から第12期にかけ、連続して営業損失を計上
いたしました。この赤字は主に投資事業組合において発生し
ている損失によるものでございます（⑤）。

　投資事業組合の損益状況が思わしくない要因としては大き
く2つ、営業投資有価証券売上高の不振と、多額の投資損失
引当金の新規繰入の発生がございます。

　株式市場に新規上場する企業の数は、直近ピークである
2006年の188社から大きく低迷し、2009年は19社と（⑥）、
投資先企業の上場による収益獲得が困難な状況が続いており
ます。また、新規上場市場が低迷する中、未上場段階での株
式売却における取引値も低水準で推移したため、営業投資有
価証券売上原価の伸びに比して営業投資有価証券売上高が伸
び悩む結果となりました（⑦）。

　以上に加え、昨今の経営環境を踏まえ直近3期においては
相当程度の投資損失引当金を新規に積み増したことから、投
資事業組合の損益状況が悪化いたしました（⑧）。

　しかしながら、投資損失引当金繰入額は第11期にピーク
を過ぎ、また、コスト抑制を徹底し、リストラクチャリング
を進めてきたことから（⑧）、当社本体における損益状況は改
善傾向にあり、安定的収益で経費をまかなう状況を確立して
おります（5頁（２）参照）。

※第8期は7ヶ月の変則決算

業績振り返り
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※「その他の原価」とは売上原価として計上する営業部門における活動経費でございます。
※第8期は7ヶ月の変則決算

業績振り返り
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（１）提携事業等の結実
　当社は2010年1月、大証2部上場企業であるマーチャン
ト・バンカーズ株式会社と業務提携を締結しました。今後、
同社並びに同社の仲介で当社株主となったTotal Network 
Holdings Limited.の代表者であるトミー・ウォン氏他と連携
することにより、当社投資先企業が中国のマーケットを活用
する道筋を作るほか、当社自身の中国展開、中国法人の日本
展開支援等、収益源を拡大し、業績を回復させるとともに、
国内市況に大きく左右されるビジネスモデルから脱却するこ
とを目指します。

　また、収益軸の多角化という面においては、経営コンサル
ティング業務、企業再生に係るコンサルティング業務、M&A
アドバイザリー業務等を行うことを目的として2009年7月に
設立した新会社、FVCアドバイザーズ株式会社において営業
を強化してまいります。

（２）経費水準の抑制
　3頁に記載のとおり、当社では直近2期において徹底したリ
ストラクチャリングを進め、安定的収益で経費をまかなう体
制維持に努めてまいりました。第12期における販売費及び一
般管理費は、第10期比で32.7％減となり、決算期間の調整を
考慮すると第8期を下回る水準まで抑制しております（⑧）。

　この結果として、第12期末時点において、当社が管理運営
する投資事業組合からの管理報酬を中心とした安定的収益に
よって固定的経費を賄うという収支均衡を確保しており、4期
連続で営業損失を計上してはいるものの、事業継続に重大な
不確実性は存在しない状態にあります。

　第13期におきましても、引き続き経費を最適水準にコント
ロールし、事業基盤を安定させた上で、収益機会を積極的に
追求してまいります。

直面する経営課題
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　昨今の市場環境の悪化は、有価証券の売却時における株価
を押し下げるという形で想定リターンの縮小をもたらすとと
もに、投資先企業が直面する事業環境が悪化するという形で
投資リスクを拡大させます。当社におきましては、個別の投
資機会においてリスクとリターンを見極め、厳選しておりま
す結果として、投資実行額が減少傾向にあります（⑨）。

　当期におきましては、上記のとおり新規投資額が抑えられ
たことに加え、営業投資有価証券の売却活動を推進したこと
により、営業投資有価証券残高は純減となりました。一方、
投資損失引当金につきましては、売却や減損による戻入を上
回る新規繰入が生じたため、残高が増加しました。これらの
結果として、営業投資有価証券残高に対する引当率は過去最
高の水準に上昇しました（⑩）。

※第8期は7ヶ月の変則決算

投資活動の状況

⑨投資残高及び投資実行の状況
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投資残高ポートフォリオ
（2010年３月31日現在）

（参考情報）
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※当社は第9期以降、連結での決算を実施しております。

連結業績ハイライト
（参考情報）
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・発行可能株式総数……………………85,000株
・発行済株式の総数……………………45,669株
・株主数………………………………… 1,422人

株式データ

株　主　名
当社への出資状況

持株数 出資比率

1 川分 陽二 2,855株 6.3%

2 Total Network Holdings Limited 
（常任代理人 松本 甚之助） 2,700株 5.9%

3 古川 令治 2,570株 5.6%

4 賀川 正宣 1,802株 3.9%

5 関西サービス株式会社 1,800株 3.9%

6 藍澤證券株式会社 1,620株 3.5%

7 坂本 友群 1,321株 2.9%

8 藤原 洋 1,300株 2.8%

9 有限会社ヤマカワ 1,250株 2.7%

10 イーエフジー バンク アーゲー 
（常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀行） 1,237株 2.7%

注）�1.出資比率は自己株式を控除して小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
2.当社は、2010年3月31日現在、自己株式を12株保有しております。

■大株主の状況

金融機関【1.5%】669株

外国法人等
【9.5%】4,359株

金融商品取引業者【4.1%】1,853株

その他の法人
【22.3%】
10,196株

個人その他
【62.6%】
28,592株

■所有者別株式分布表
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代表取締役社長� 川 分 陽 二

取　　締　　役� 中 山 　 淳

取　　締　　役� 鈴 木 智 久

常 勤 監 査 役� 大 橋 克 己

監　　査　　役� 小 川 忠 久

取　　締　　役� 今 庄 啓 二

取　　締　　役� 小 川 　 淳

取　　締　　役� 浦 勇 和 也

監　　査　　役� 岡 部 陽 二

取締役及び監査役　（2010年6月30日現在）

▪商　　　号	� フューチャーベンチャーキャピタル株式会社
▪設　　　立	 1998年9月11日
▪資　本　金	 19億7,706万円
▪従 業 員 数	 42名
▪本　　　社	� 〒604-8152�

京都府京都市中京区烏丸通錦小路上ル�
手洗水町659番地  烏丸中央ビル8階

▪管 理 本 部 	 TEL：075-257-2511� FAX：075-211-1601
▪営業推進本部	 TEL：075-257-6656� FAX：075-211-6965

▪東 京 支 店	� 〒 101-0021�
東京都千代田区外神田六丁目 14番 9号�
秋葉原MF28 号館 9階�
TEL：03-5848-6310� FAX：03-3831-3536

▪事　務　所	� 青森事務所　　岩手事務所　　山形事務所�
金沢事務所　　三重事務所　　堺事務所�
神戸事務所　　愛媛事務所

会社の概要（2010年3月31日現在）

■ �阪急（京都線） 
烏丸駅24番出口 
徒歩2分

■ �市営地下鉄（烏丸線） 
四条駅2番出口 
徒歩3分
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三菱東京UFJ銀行
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フューチャーベンチャー
  キャピタル株式会社  本社
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事 業 年 度 4 月 1 日〜翌年 3 月 31 日

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

3 月 31 日

中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

9 月 30 日

定 時 株 主 総 会 毎年 6 月

株 主 名 簿 管 理 人
三菱 UFJ 信託銀行株式会社特 定 口 座 の

口 座 管 理 機 関

同 連 絡 先

三菱 UFJ 信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502 
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
TEL：0120ｰ094ｰ777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所　ヘラクレス市場

公 告 の 方 法
電子公告により行う
公告掲載 URL 
http://www.fvc.co.jp/

（ご注意）
　1. �株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きに

つきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問
合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いで
きませんのでご注意ください。

　2. �特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。

　3. �未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

フューチャーベンチャーキャピタル株式会社
〒604-8152 �京都府京都市中京区烏丸通錦小路上ル�

手洗水町659番地　烏丸中央ビル8階
TEL：075-257-2511　FAX：075-211-1601

http:// www.fvc.co.jp/

株主メモ


